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江東区地域振興部
文化観光課文化財係
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現
在
、
江
東
区
内
に
は
1
0
0
0
件
を

超
え
る
指
定
・
登
録
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
文
化
財
は
、
寺
院
、
神
社
内
や
そ

の
境
内
地
に
あ
る
も
の
、
個
人
で
所
有
す
る

も
の
な
ど
、
区
内
各
所
に
伝
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
文
化
財
係
で
は
、
書
籍
な
ど
へ
の
掲

載
や
文
化
財
め
ぐ
り
な
ど
を
通
し
て
、
そ
れ

ら
の
文
化
財
が
身
近
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

文
化
財
と
い
う
と
、
国
宝
や
重
要
文
化
財

な
ど
、
有
名
で
広
く
知
ら
れ
た
も
の
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
が
、
先
人
が
生
み
出
し
、
伝
え

ら
れ
た
も
の
は
、
区
内
に
も
多
く
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
文
化
財
は
、
そ
の
地

域
の
歴
史
や
文
化
を
知
る
う
え
で
、
欠
か
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
有ゆ

う

形け
い

の
文
化
財
だ
け

で
な
く
、
伝
統
的
な
も
の
づ
く
り
の
技
術
や

民
俗
芸
能
の
技
な
ど
、
無む

形け
い

の
文
化
財
も
含

め
、
区
内
の
文
化
財
は
区
の
歴
史
そ
の
も
の

と
い
え
ま
す
。

今
後
と
も
文
化
財
の
調
査
を
進
め
つ
つ
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
用
を
図
り
、
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
次
頁
で
前
年
度
に

新
た
に
指
定
・
登
録
さ
れ
た
文
化
財
を
紹
介

い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
一
読
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

文
化
財
の
保
護
と
活
用

○令和３年度新指定文化財
○深川洲崎波除地の道
○地域の記憶⑤

不動院と近藤宇右衛門
○城東の村を歩く⑮

亀戸村
○東京市設食堂の食事

〜『東京市社会局年報』からみる〜
○城東の村を歩くミニ

亀戸村に成立した町場
○資料紹介

明治43年の水害時に投函された絵葉書

江東区教育委員会は、文化財保護審議会（会長　佐々木正直：群馬
県立館林美術館特別館長）の答申を受け、新たに１件を指定し、１件を
登録しました。また、登録３件を解除したため、登録文化財の総数は
1059件となります。

新大橋橋名板３点
附架橋工事技師在銘板
新大橋橋名板３点
附架橋工事技師在銘板

◆令和3年度新指定文化財◆

【上】新大橋橋名板【下】明治末～大正中頃の絵葉書に写る新大橋（部分）
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指
定
文
化
財

【
有
形
文
化
財
（
歴
史
資
料
）】

新し
ん

大お
お

橋は
し

橋き
ょ
う

名め
い

板ば
ん　

3
点　

附つ
け
た
り

架か

橋き
ょ
う

工こ
う

事じ

技ぎ

師し

在ざ
い

銘め
い

板ば
ん

　
　
　

新
大
橋
3
―
1
―
15

江
東
区
立
八
名
川
小
学
校

新
大
橋
は
、元
禄
6
年（
1
6
9
3
）12
月
、

隅
田
川
3
番
目
の
橋
と
し
て
架
橋
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
永
ら
く
木
橋
と
し
て
架
け
替
え

ら
れ
ま
し
た
が
、
交
通
量
の
増
加
に
伴
い
、

明
治
45
年
（
1
9
1
2
）
7
月
に
鋼
鉄
橋
へ

架
け
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
大
正
12
年
の
関
東

大
震
災
に
は
、
避
難
通
路
と
し
て
多
数
の
人

命
を
救
い
、「
お
助
け
橋
」
と
称
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
新
大
橋
は
昭
和
49
年
（
1
9
7
4
）

に
架
け
替
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

本
文
化
財
は
、
鋼
鉄
橋
と
し
て
明
治
45
年

に
架
け
替
え
ら
れ
た
際
に
関
わ
る
資
料
で
あ

り
、
橋
名
板
3
点
と
技
師
在
銘
板
1
点
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

橋
名
板
の
う
ち
、
1
頁
に
掲
載
し
た
も
の

が
、
明
治
45
年
に
新
大
橋
が
架
け
替
え
ら
れ

た
際
、
江
東
区
側
の
上
部
に
掲
げ
ら
れ
て
い

た
も
の
で
す
。
文
字
を
囲
む
形
で
鎖
状
の
縁

飾
り
が
確
認
で
き
ま
す
。
そ
の
他
の
橋
名
板

2
点
（
①
・
②
）
は
、
と
も
に
橋
台
の
南
北

の
翼
壁
（
江
東
区
側
）
に
取
り
付
け
ら
れ
て

い
た
も
の
で
、
平
仮
名
と
漢
字
で
そ
れ
ぞ
れ

橋
の
名
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
技
師
在
銘
板
（
③
）
は
、
新
大
橋

の
設
計
・
工
事
を
管
理
し
た
東
京
市
の
技
術

者
9
名
の
名
前
が
記
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ

ら
3
点
は
い
ず
れ
も
陽よ

う

鋳ち
ゅ
うで

す
。

こ
の
う
ち
1
頁
の
橋
名
板
は
、
震
災
・
戦

災
な
ど
の
影
響
か
ら
、
修
理
が
重
ね
ら
れ
た

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
現
在
で
は
、
文
字
の

周
囲
の
縁
飾
り
も
、
年
数
を
経
て
劣れ

っ

化か

・
剥は

く

落ら
く

し
て
い
ま
す
が
、
当
初
の
形
態
を
伝
え
る

と
い
う
点
で
貴
重
で
す
。

以
上
、
橋
名
板
と
技
師
在
銘
板
は
、
橋
の

歴
史
を
伝
え
る
資
料
で
あ
り
、
鋼
鉄
橋
当
時

の
新
大
橋
を
形
作
っ
た
も
の
と
し
て
重
要
で

す
。
ま
た
、
解
体
時
に
保
存
を
願
っ
た
地
域

住
民
の
努
力
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
本
文
化
財

に
関
わ
る
大
切
な
記
憶
の
一
コ
マ
で
す
。

　

登
録
文
化
財

【
有
形
文
化
財
（
歴
史
資
料
）】

四し

十じ
ゅ
う

八は
ち

願が
ん

名み
ょ
う

号ご
う　

祐ゆ
う

海か
い

書し
ょ亀

戸
9　

個
人
蔵

阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
を
表
し
た
名
号
で

す
。
四
十
八
願
と
は
、
阿
弥
陀
如
来
が
法ほ

う

蔵ぞ
う

比び

丘く

と
称
し
た
修
行
時
代
に
、
一
切
の
衆し

ゅ

生
じ
ょ
う

を
救
う
た
め
に
立
て
た
48
の
誓
願
の
こ
と
で

す
。
中
央
に
祐ゆ

う

天て
ん

の
筆
跡
を
模
し
た
「
南
無

阿
弥
陀
仏
」
の
名
号
が
大
き
く
書
か
れ
、
そ

の
右
側
に
「
観
世
音
菩
薩
」、
左
側
に
「
大

勢
至
菩
薩
」
と
書
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
下
に
蓮れ

ん

台だ
い

、
上
部
に
は
光
明
、
下
部
に
は
瑞ず

い

雲う
ん

を
描

く
、
三
尊
像
の
形
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
周
囲
に
は
小
さ
な
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の

名
号
が
48
個
書
か
れ
、
そ
の
下
に
は
蓮
台
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
文
字
は
全
て
金き

ん

泥で
い

で
書

か
れ
て
い
ま
す
。
名
号
を
書
い
た
の
は
祐
天

寺（
現
・
目
黒
区
）の
祐
海
で
す
。
祐
天
寺
は
、

将
軍
家
か
ら
庶
民
に
至
る
ま
で
広
く
信
仰
を

集
め
た
祐
天
を
開
山
と
す
る
浄
土
宗
の
寺
院

で
、
実
際
に
祐
天
寺
を
開
き
、
二
世
と
な
っ

た
の
が
祐
海
で
す
。
本
紙
の
銘
か
ら
、
宝ほ

う

暦れ
き

6
年
（
1
7
5
6
）、
祐
海
が
75
歳
の
時
に

製
作
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
こ
の

名
号
は
亀
戸
の
旧
家
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で

す
。
こ
の
家
で
は
祐
天
に
縁
の
あ
る
来ら

い

迎ご
う

図ず

も
所
有
し
て
お
り
、
同
家
の
信
仰
の
一
端
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
祐
天
寺
で
も
同
様
の
名
号
を
所
蔵

し
て
お
り
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
と

し
て
は
、
こ
れ
が
2
例
目
と
な
り
ま
す
。

　

登
録
解
除

【
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）】

象
牙
細
工
（
三
味
線
駒
）�

保
持
者　

前
田
賢
次

金
工
（
鍛
金
）�

保
持
者　

佐
生
明
義

表
具�

保
持
者　

岩
崎
清
二

①新大橋橋名板Ｂ（平仮名）

②新大橋橋名板Ｃ（漢字）③架橋工事技師在銘板

四十八願名号　祐海書



深
川
洲
崎
波
除
地
の
道

3

洲
崎
波
除
地
と
は

図
1
は
、
洲す

崎さ
き

波な
み

除よ
け

地ち

を
西
南
方
向
に
鳥

ち
ょ
う

瞰か
ん

し
て
海
を
望
ん
だ
絵
で
す
。
右
手
は
木
場

町
、
左
手
に
は
洲
崎
弁
天
社
（
木
場
6
―

13
）
が
見
え
ま
す
。
洲
崎
波
除
地
と
は
、
寛か

ん

政せ
い

3
年
（
1
7
9
1
）
の
高
潮
被
害
の
後
に

家
作
が
禁
止
さ
れ
た
明あ

き

地ち

で
、
弁
天
前
を
東

端
と
し
、
現
在
の
平
久
川
あ
た
り
ま
で
を
西

端
と
す
る
東
西
に
細
長
い
場
所
で
す
。
弁
天

前
か
ら
西
へ
伸
び
る
汐し

お

除よ
け

土
手
か
ら
の
眺な

が

め

は
絶
景
で
、
春
に
は
潮
干
狩
り
で
に
ぎ
わ
う
、

行
楽
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
ま
し
た
。

鉄
銭
吹
所
の
設
置

明
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
波
除
地

で
す
が
、
文
化
14

年
（
1
8
1
7
）

9
月
に
御お

薬や
く

園え
ん

（
薬
草
植
付
場
）

が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
（
図
2
）。

そ
の
後
、
天て

ん

保ぽ
う

6

年
（
1
8
3
5
）

10
月
に
は
金
座

の
鉄て

っ

銭せ
ん

吹ふ
き

所し
ょ

（
銭

貨
鋳
造
所
）
の

設
置
が
計
画
さ

れ
ま
す
（「
深
川

永
代
浦
築
地
鉄

銭
吹
所
地
所
取
調
一
件
」）。
図
2
の
網
掛
け

部
分
が
吹
所
の
設
定
範
囲
で
す
。
御
薬
園
の

一
部
、
4
間（
約
7
・
3
m
）道
、
幅
3
間
半

の
明
地
を
含
む
も
の
で
す
が
、
そ
の
う
ち
4

間
道
の
囲
い
込
み
が
問
題
視
さ
れ
ま
し
た
。

4
間
道
は
、
吉
祥
寺
門
前
町
（
木
場
6
）

や
そ
の
東
側
の
平
井
新
田
（
東
陽
3
〜
5
付

近
）・
石い

し

小こ

田だ

新し
ん

田で
ん

（
同
4
・
5
・
7
付
近
）

方
面
へ
の「
本
往
来
道
」で
し
た
。
そ
の
た
め
、

当
地
を
管か

ん

轄か
つ

す
る
町
奉
行
所
は
、
道
が
無
く

な
る
こ
と
に
懸け

念ね
ん

を
示
し
て
い
ま
す
。

図
1
の
様
に
土
手
上
を
行
け
ば
良
さ
そ
う

で
す
が
、
土
手
通
り
は
本
往
来
道
で
は
な
く
、

し
か
も
当
時
は
崩く

ず

れ
て
人
一
人
通
る
の
が

や
っ
と
の
細
道
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
土
手
際
に
幅
1
丈
（
約
3
m
）

の
道
を
つ
く
る
こ
と
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

波
除
地
の
往
来

し
か
し
、
変
更
案
に
地
元
か
ら
反
対
の
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

波
除
地
の
明
地
を
管
理
す
る
見
守
町
は
、

1
丈
道
の
予
定
地
は
で
こ
ぼ
こ
で
、
篠し

の

竹だ
け

や

葭よ
し

茅か
や

が
茂
り
、
そ
の
上
現
在
よ
り
細
道
に
な

る
の
で
往
来
に
難な

ん

渋じ
ゅ
うす

る
と
言
い
ま
す
。
と

く
に
、
平
井
新
田
方
面
に
武
家
屋
敷
が
多
く

で
き
た
た
め
に
武
家
の
通
行
時
に
混
雑
が
心

配
さ
れ
る
し
、
毎
年
春
か
ら
秋
に
か
け
て
は

通
行
人
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
往
来
に
支
障

の
無
い
道
づ
く
り
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
川
を
挟は

さ

ん
だ
北
側
の
木
場
町
で
は
、

武
家
を
始
め
新
田
の
村
人
た
ち
ま
で
も
が
町

内
の
道
を
ひ
ん
ぱ
ん
に
通
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
1
丈
道
に
な
れ
ば
ま
す
ま
す
ひ
ど
く

な
る
の
で
は
と
憂う

れ

え
て
い
ま
す
。
と
い
う
の

は
、
金
岡
橋
よ
り
江
島
橋
ま
で
の
町
内
の
道

は
自
分
の
敷
地
内
に
つ
く
っ
た
「
自
分
道
」

で
あ
り
、
本
往
来
道
で
は
な
い
か
ら
で
し
た
。

し
か
も
暮く

れ

6
つ
時
（
18
時
頃
）
に
は
木
戸
を

閉
め
る
た
め
に
往
来
は
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。
町
で
は
、自
分
道
が「
本
道
」の
様
に
な
っ

て
は
、
管
理
費
用
が
か
さ
む
し
、
材
木
問
屋

の
家
業
に
も
支
障
が
出
る
、
さ
ら
に
武
家
の

通
行
時
に
不
調
法
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
と
思

い
悩
ん
で
い
る
と
言
い
、
4
間
道
の
ま
ま
に

し
て
ほ
し
い
と
要
望
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
本
往
来
道

洲
崎
波
除
地
は
、
非
日
常
的
な
行
楽
地
と

い
う
だ
け
で
は
な
く
、
本
往
来
道
が
あ
っ
て
、

地
元
の
人
た
ち
が
日
常
的
に
往
来
す
る
場
所

で
も
あ
り
ま
し
た
。

結
局
、
新
道
は
幅
3
間
に
拡ひ

ろ

げ
ら
れ
、
図

3
の
様
に
付
け
替
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

栗
原 

修
）

此場所地面高低有之篠竹葭茅等生茂り湿地ニ御座候 此場所地面高低有之篠竹葭茅等生茂り湿地ニ御座候
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※網掛けは筆者、幅3間の新道と従来の幅4間の本往来道を示す。
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は
じ
め
に

役
流
山
不
動
院
は
砂
村
（
町
）
に
あ
っ
た

寺
院
で
す
。
以
前
、
不
動
院
最
後
の
住
職
、

近
藤
暹せ

ん

明み
ょ
うの

妻
の
実
家
で
あ
り
、
か
つ
同
院

解
散
後
の
合
併
先
で
あ
る
正

し
ょ
う

寶ぼ
う

院い
ん

（
台
東
区

竜
泉
）
住
職
、
近
藤
泰
嘉
氏
（
暹
明
甥
）
に

同
院
に
関
す
る
お
話
を
伺
い
ま
と
め
ま
し
た

（
本
誌
2
8
8
号
参
照
）。

今
回
は
、
小
渕
（
現
埼
玉
県
春
日
部
市
）

に
あ
っ
た
不
動
院
が
砂
村
に
移
転
し
た
際
に

尽
力
し
た
近
藤
宇
右
衛
門
（
1
8
4
1
～

1
9
1
8
）
に
つ
い
て
、
暹
明
の
長
男
で
、

天
台
宗
青
龍
山
薬
王
寺
（
千
葉
県
白
井
市
清

戸
）
住
職
の
近
藤
雅
彦
氏
に
伺
っ
た
内
容
を

踏
ま
え
て
述
べ
て
い
き
ま
す
。

近
藤
宇
右
衛
門

ま
ず
、
宇
右
衛
門
の
経
歴
に
つ
い
て
、
明

治
か
ら
大
正
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
鮮
満 

土

木
建
築
信
用
録
』（
明
治
45
年
）
に
よ
っ
て

述
べ
て
い
き
ま
す
。

宇
右
衛
門
は
、
天
保
13
年
（
1
8
4
1
）、

砂
村
の
農
家
に
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し

た
。
一
家
は
、
安
政
の
大
地
震
（
1
8
5
5
）

と
翌
年
の
大
海か

い

嘯し
ょ
うに
よ
り
家
財
と
田
畑
を
失

い
困
窮
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

土
木
建
築
業
に
転
身
し
て
、
鷹
場
の
築
造
を

皮
切
り
に
各
所
の
土
木
工
事
に
従
事
し
た
と

あ
り
ま
す
。

や
が
て
、
同
郷
の
神
田
組
２
代
目
實
田
萬

吉
の
も
と
に
身
を
寄
せ
、
三
菱
合
資
会
社
銀

行
部
等
の
基
礎
工
事
を
手
掛
け
ま
し
た
。
深

川
区
で
は
、
岩
崎
家
深
川
別
宅
（
邸
）
の
基

礎
工
事
、
猿
江
裏
町
（
本
村
町
）
の
宮
内
省

御
用
地
の
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
因
み
に
、

宇
右
衛
門
は
、別
邸
を
深
川
区
古
石
場
町
（
現

古
石
場
）
に
構
え
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
業
績
を
積
み
重
ね
る
中
で
、
宇

右
衛
門
は
、
東
京
十
五
区
六
郡
土
木
建
築
実

業
組
合
（
後
、
東
京
土
木
建
築
業
組
合
、
現

東
京
建
設
業
協
会
）
の
頭
取
に
も
2
回
就
任

し
て
い
ま
す
。

不
動
院
砂
村
移
転
の
経
緯

暹
明
は
、
昭
和
23
年
（
1
9
4
8
）、
不

動
院
解
散
後
、
薬
王
寺
に
移
り
住
職
に
就
任

し
ま
し
た
。

宇
右
衛
門
と
不
動
院
の
移
転
に
つ
い
て

は
、
昭
和
48
年
（
1
9
7
3
）
9
月
、
埼
玉

県
立
浦
和
高
校
社
会
科
歴
史
研
究
部
の
部
員

が
、
不
動
院
の
調
査
で
薬
王
寺
を
訪
れ
、
当

時
の
住
職
で
あ
る
暹
明
の
話
を
聞
き
ま
と
め

た『
武
蔵
國
幸
手
領
小
淵
村 

不
動
院
』（
以
下
、『
不

動
院
』）
に
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

宇
右
衛
門
が
力
を
尽
く
し
た
様
子
は
、

「
和わ

讃さ
ん

」（
仏
教
歌
謡
の
一
つ
）
に
「
近
藤
大う

人し

」（
人
物
を
尊
敬
し
て
い
う
語
）
と
し
て

記
さ
れ
、
そ
の
偉
業
が
讃
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
不
動
院
』
に
よ
れ
ば
、
暹
明
は
、
宇
右

衛
門
と
不
動
院
と
の
関
係
が
築
か
れ
た
き
っ

か
け
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い

ま
す
。

あ
る
時
、
小
渕
を
通
り
か
か
っ
た
宇
右
衛

門
は
、「
荒
れ
寺
」
で
一
晩
を
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
の
時
、
空
腹
で
あ
っ
た
た
め
、
出
世
し
た

後
に
恩
返
し
を
す
る
誓
い
を
立
て
て
、
寺
に

供
え
ら
れ
て
い
た
お
強こ

わ

を
食
べ
ま
し
た
。

出
世
し
た
後
、
宇
右
衛
門
と
妻
（
慈
潤
）

の
夢
に
毎
夜
、
龍
が
現
れ
「
何
か
忘
れ
て
い

る
こ
と
は
な
い
か
」
と
語
り
か
け
ま
し
た
。

そ
の
意
味
を
考
え
る
中
で
、
寺
の
不
動
尊
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
例
の
「
荒
れ
寺
」
と

は
、
当
時
既
に
荒
廃
し
て
い
た
不
動
院
で

し
た
。
こ
う
し
た
言
い
伝
え
が
、
ど
の
よ
う

な
経
緯
で
成
立
し
た
か
は
不
明
で
す
が
、
実

際
、『
不
動
院
』
に
よ
れ
ば
、
宇
右
衛
門
は
、

不
動
院
の
移
転
計
画
を
立
て
、
砂
村
に
土
地

を
購
入
し
、
紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら
、
明
治

42
年
（
1
9
0
9
）
に
着
工
し
、
大
正
5

年
（
1
9
1
6
）
に
竣
工
し
ま
し
た
。
な
お
、

資
材
は
、
舟
で
隅
田
川
、
小
名
木
川
を
通
っ

て
運
び
込
ま
れ
ま
し
た
。

移
転
後
の
不
動
院
は
、
中
央
に
七
間
四
方

の
本
堂
、
東
側
（
右
）
に
庫く

裏り

、
西
側
（
左
）

に
大
師
堂
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
柱
は

総
ケ
ヤ
キ
で
、
天
井
・
扉
は
神
代
杉
、
屋
根

は
両
脇
に
葵
紋
、
中
央
に
輪
宝
紋
が
あ
り
ま

し
た
。

本
堂
正
面
に
は
、
本
尊
で
あ
る
不
動
明
王

と
脇
侍
で
あ
る
矜こ

ん

羯か

羅ら

童
子
、
制せ

い

咤た

迦か

童
子
、

右
側
に
聖
徳
太
子
像
、
左
側
に
不
動
明
王
像

が
安
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
不
動
院
が
戦
災
に
よ
り
焼
失
し

た
当
時
7
歳
で
あ
っ
た
暹
明
長
女
の
記
憶
に

よ
っ
て
後
年
に
描
か
れ
た
不
動
院
の
間
取
り

図
に
よ
る
と
、
境
内
に
は
借
家
が
見
ら
れ
、

数
世
帯
の
住
人
が
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

お
わ
り
に

大
正
2
年
（
1
9
1
3
）
に
不
動
院
で
行

わ
れ
た
「
採さ

い

燈と
う

護
摩
修
行
」（
2
8
8
号
掲
載

写
真
）
に
は
、
多
く
の
人
々
が
参
加
し
て
い

た
姿
が
写
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
、
同

院
の
信
仰
が
地
域
の
人
々
に
受
容
さ
れ
て
い

た
様
子
が
窺
わ
れ
ま
す
。

謝
辞聞

き
取
り
に
あ
た
り
、
薬
王
寺
住
職
近

藤
雅
彦
氏
に
ご
対
応
頂
き
ま
し
た
。
改
め

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

大
関
直
人
）

地
域
の
記
憶
⑤

不
動
院
と
近
藤
宇
右
衛
門近藤宇右衛門

（『日鮮満 土木建築信用録』）
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今
回
は
、
江
東
区
の
北
東
部
に
位
置
し
た

亀
戸
村
を
取
り
上
げ
ま
す
。
区
内
で
唯
一
江

戸
時
代
以
前
か
ら
土
地
が
成
立
し
て
い
た
地

域
で
、
古
く
か
ら
存
在
し
た
村
の
一
つ
で
し

た
。
そ
の
歴
史
を
紐
解
き
ま
す
。

江
戸
前
期
の
亀
戸
村

江
戸
時
代
、
区
内
に
は
多
く
の
村
が
存

在
し
ま
し
た
。
そ
の
大
半
は
、
江
戸
時
代
以

降
に
前
面
に
広
が
る
寄
り
洲
の
海
を
埋
め
立

て
た
の
ち
、
幕
府
が
実
施
し
た
元げ

ん

禄ろ
く

検け
ん

地ち

（
1
6
9
5
）
で
村
と
し
て
成
立
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
亀
戸
村
は
そ
れ
以
前
か
ら
江
東

区
域
に
成
立
し
て
い
た
数
少
な
い
村
の
一
つ

で
し
た
。
同
検
地
の
50
年
ほ
ど
前
（
17
世
紀

中
ご
ろ
）、
武
蔵
国
に
あ
っ
た
村
の
農
業
生

産
高
（
以
下
「
村
高
」）
を
記
し
た
『
武む

蔵さ
し

田で
ん

園え
ん

簿ぼ

』（
以
下
『
田
園
簿
』）
が
作
成
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
な
か
に
亀
戸
村
の
名
が
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
頃
に
は
村
と
し
て
成

立
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

『
田
園
簿
』
に
記
さ
れ
た
当
時
の
村
高
は

2
3
2
9
石
余
。
内
訳
は
、
田
方
2
2
2
6

石
余
、
畑
方
1
0
2
石
余
と
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
田
地
で
し
た
。
こ
れ
は
、
本
誌
2
9
6

号
の
「
亀
高
村
」
で
取
り
上
げ
た
、
小
名
木

川
南
東
の
「
宝ほ

う

六ろ
く

嶋じ
ま

海う
み

辺べ

新し
ん

田で
ん

」
と
は
対
照

的
で
す
。
こ
の
新
田
村
も
古
く
、
『
田
園

簿
』
に
村
名
が
登
場
し
ま
す
が
、
そ
こ
に
記

さ
れ
た
村
高
1
2
6
0
石
余
の
内
訳
は
、
田

方
が
7
石
余
、
畑
方
が
1
2
5
3
石
余
で
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
江
戸
時
代
以
前
か
ら
一

定
程
度
の
土
地
が
存
在
し
た
亀
戸
地
域
と
、

「
宝
六
嶋
」
あ
る
い
は
周
辺
の
海
を
も
埋
め

立
て
て
成
立
し
た
と
推
察
さ
れ
る
「
宝
六
嶋

海
辺
新
田
」
の
違
い
に
よ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

江
戸
中
・
後
期
の
亀
戸
地
域

時
代
は
下
り
ま
す
が
、
江
戸
中
期
の
明め

い

和わ

9
年
（
1
7
7
2
）
に
描
か
れ
た
「
分ぶ

ん

間け
ん

江え

戸ど

大お
お

絵え

図ず

」
を
見
る
と
、
現
在
の
亀
戸

地
域
に
は
亀
戸
村
の
他
に
柳
島
村
や
小
梅

村
な
ど
、
横
十
間
川
の
西
や
北
十
間
川
の

北
（
い
ず
れ
も
現
墨
田
区
）
に
位
置
す
る

村
の
名
が
見
ら
れ
ま
す
。
後
期
の
文
政
11

年
（
1
8
2
8
）
に
成
立
し
た
『
新し

ん

編ぺ
ん

武む

蔵さ
し

風ふ

土ど

記き

稿こ
う

』（
以
下
『
風
土
記
稿
』）
に
よ
れ

ば
、
こ
れ
は
両
村
の
飛
地
で
し
た
。
文
政
4

年
（
1
8
2
1
）
の
『
葛か

西さ
い

志し

』（「
亀
戸
村

の
上
」
の
項
）
に
は
、
こ
の
付
近
の
村
は

「
犬け

ん

牙が

」
の
よ
う
に
入い

り

会あ

っ
て
お
り
、「
当
村
」

の
中
に
も
他
村
の
耕
地
が「
過
半
さ
し
入
」っ

て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
萩
寺
と
し
て

知
ら
れ
た
龍
眼
寺
も
、『
風
土
記
稿
』
で
は

亀
戸
村
で
は
な
く
柳
島
村
の
項
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
土
地
の
開
発
は
、
横
十

間
川
や
竪
川
が
開
削
さ
れ
る
万ま

ん

治じ

2
年

（
1
6
5
9
）
以
前
か
ら
、
こ
の
付
近
一
帯

で
進
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
こ

と
は
、
竪
川
の
南
に
あ
る
亀
戸
村
の
土
地
が

「
竪
川
堀
割
あ
ら
ざ
り
し
前
は
其そ

の

地ち

の
続
き

た
る
を
以も

っ

て
、
今
も
飛
地
と
い
は
ず
」（『
風

土
記
稿
』）
の
一
文
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
（
本

誌
2
6
6
号
参
照
）。

亀
戸
村
の
耕
地

開
発
に
伴
い
、
村
の
土
地
が
各
所
に
散
在

し
た
と
い
う
点
で
は
亀
戸
村
も
同
じ
で
す
。

『
風
土
記
稿
』
に
よ
れ
ば
、
竪
川
南
側
の
羅

漢
寺
（
大
島
4
︱
5
付
近
）
辺
を
沖
の
島
と

い
い
、
そ
の
内
に
青
山
耕
地
・
越
前
耕
地
・

悦
耕
地
が
、
ま
た
猿
江
御
材
木
蔵
（
毛
利
2

付
近
）
西
側
の
土
地
を
南
江
耕
地
な
ど
の
小

字
で
呼
び
、
他
に
も
4
ヶ
所
に
存
在
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
村
に
あ
っ
て
、
亀
戸

天
神
周
辺
な
ど
、
一
部
の
土
地
に
は
、
寛
文

4
年
（
1
6
6
4
）
に
商
売
屋
が
認
め
ら
れ
、

元
禄
10
年
（
1
6
9
7
）
に
亀
戸
町
・
清
水

町
・
境
町
が
成
立
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
正

徳
3
年
（
1
7
1
3
）
に
御
府
内
に
編
入
さ

れ
、
江
戸
町
奉
行
の
支
配
を
受
け
ま
し
た
。

江
戸
近
郊
に
位
置
し
た
亀
戸
村
の
こ
れ
ら

3
ヶ
町
は
、
何
を
契
機
に
村
か
ら
町
へ
と
移

行
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
点
を
8
頁
で

少
し
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

明和9年　分間江戸大絵図　国立国会図書館デジタルコレクション

北
十
間
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中
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十
間
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東
京
市
設
食
堂
の
食
事

〜『
東
京
市
社
会
局
年
報
』か
ら
み
る
〜

現
在
、
江
東
区
の
観
光
と
文
化
の
拠
点
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
深
川
東
京
モ
ダ
ン
館

は
、
「
旧
東
京
市
深
川
食
堂
」
の
名
称
で
国

登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。
深
川

食
堂
は
昭
和
7
年
（
1
9
3
2
）
4
月
に
開

業
し
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
事
業
を
展
開

し
て
い
た
の
か
は
、
史
料
が
乏
し
く
分
か
ら

な
い
こ
と
が
多
い
の
が
実
情
で
す
。
そ
こ
で

今
回
は
、
東
京
市
社
会
局
が
刊
行
し
た
『
東

京
市
社
会
局
年
報
』
な
ど
か
ら
、
開
業
当
初

の
深
川
食
堂
の
実
情
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま

す
。ま

ず
、
東
京
市
設
食
堂
で
は
ど
の
よ
う
な

も
の
が
食
べ
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

【
表
1
】
は
、
あ
る
1
日
の
東
京
市
上
野
・

神
楽
坂
両
食
堂
の
献
立
を
な
ら
べ
た
も
の
で

す
。
各
食
堂
は
直
営
・
委
託
に
関
わ
ら
ず
、

定
食
に
つ
い
て
は
毎
日
献
立
を
作
っ
て
お

り
、
朝
食
は
み
そ
汁
と
香
の
物
、
昼
食
と
夕

食
は
主
菜
と
香
の
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
市
設
食
堂
が
始
め
ら
れ
た
頃
の

献
立
で
あ
り
、
当
初
は
朝
食
が
12
銭
、
昼
・

夜
食
が
15
銭
と
い
う
金
額
で
し
た
が
、
翌
年

に
は
朝
食
は
10
銭
と
値
下
げ
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
大
正
11
年
（
1
9
2
2
）
7

月
に
は
神
楽
坂
食
堂
に
ミ
ル
ク
ホ
ー
ル
が
設

置
さ
れ
、
ミ
ル
ク
や
食
パ
ン
、
珈
琲
の
提
供

か
ら
従
来
の
定
食
を
甲
定
食
、
朝
食
8
銭
、

昼
・
夜
食
10
銭
の
乙
定
食
と
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
う
ち
続
く
不
景
気
に
よ
る
失
業
者

の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
の
も
の
で
し

た
。
さ
て
、
深
川
・
田
町
の
両
食
堂
が
開
業

し
た
昭
和
7
年
の
各
食
堂
の
経
営
動
向
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

『
東
京
市
社
会
局
年
報
』
に
は
、
各
食
堂
の

実
績
に
つ
い
て
も
記
し
て
あ
る
の
で
、
表
に

整
理
し
な
が
ら
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
表
2
】は
、
東
京
市
設
の
各
食
堂
の
定
食

な
ら
び
に
嗜
好
品
食
の
売
上
実
績
を
ま
と
め

た
も
の
で
す
。深
川
食
堂
は
、
甲
定
食
の
取
り

扱
い
が
な
く
、
乙
定
食
と
嗜
好
品
食
を
取
り

扱
っ
て
い
ま
し
た
。深
川
食
堂
の
全
売
上
の

う
ち
、
乙
定
食
は
全
体
比
で
7 

5
・
6 

5
％
、

嗜
好
品
食
で
2 

4
・
3 

5
％
と
い
う
よ
う
に
、

乙
定
食
は
売
上
件
数
の
4
分
の
3
を
占
め
て

い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
時
間
帯
別
に
見
て

み
る
と
、
朝
食
が
1 

6
・
8 

4
％
、
昼
食
が

3 

2
・
1 

4
、
夜
食
が
2 

6
・
6 

7
％
と
昼
・

夕
食
の
割
合
が
高
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
ど
の
食
堂
に
も
当

て
は
ま
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。例
え
ば
、

神
楽
坂
食
堂
で
は
甲
定
食
1 

9
・
5 

5
％
、

乙
定
食
1 

2
・
2 

7
％
、
嗜
好
品
食
6 

8
・

1 

8
％
と
い
う
よ
う
に
、
定
食
よ
り
も
嗜
好

食
の
売
上
件
数
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。嗜
好
品
食
の
中
で
も
特
に
2
〜
5
、
6

〜
10
銭
の
売
上
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
5
銭

が
始
ま
っ
た
ほ
か
、
同
年
11
月

に
は
各
食
堂
で
う
ど
ん
食
も
提

供
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ち
な
み
に
、
ミ
ル
ク
は
1

合
7
銭
、
食
パ
ン
は
正
半
斤
で

8
銭
、
珈
琲
1
杯
5
銭
、
う
ど

ん
は
揚
南
蛮
10
銭
、
肉
・
天
ぷ
ら
う
ど
ん
が

15
銭
と
い
う
値
段
で
し
た
。
ま
た
、
定
食
に

関
し
て
は
、
昭
和
5
年
（
1
9
3
0
）
8
月

【表1】東京市設食堂の献立
①大正9年（1920）5月23日の献立

朝　食
大根切干のみそ汁･梅干1粒･福神漬･沢庵2切 神楽坂

小松菜のみそ汁･梅干1粒･沢庵2切 上　野

昼　食

鮮魚（アカエイ･つけあわせ馬鈴薯）･福神漬少々 ･
沢庵2切

神楽坂

馬鈴薯煮付（つけあわせ豚肉少し）･沢庵2切 上　野

夕　食
サバ（つけあわせ蒟蒻）･福神漬少々 ･沢庵2切 神楽坂

鮪刺身（つけあわせ小松菜）･沢庵2切 上　野

②大正10年（1921）11月1日の献立

朝　食
切り干しと油揚げのみそ汁･小鉢（昆布の佃煮） 神楽坂

大根と菜のみそ汁･小鉢（ごま塩） 上　野

昼　食
肉丼･福神漬 神楽坂

がんもどきの煮付け･ハマグリのつゆ 上　野

夕　食
鯛の煮魚･煮豆 神楽坂

鉄火丼･玉子のつゆ 上　野
※『東京市社会局年報』第1号（大正9（1920））、第2号（大正10（1921））より作成した。
　献立の表記は一部筆者が意訳している。
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が
珈
琲
、
7
銭
が
ミ
ル
ク
の
値
段
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
定
食
よ
り
は
飲
料

な
ど
が
売
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。同
じ
深
川
区
内
の
猿
江
食
堂
で

は
、
甲
定
食
6 

4
・
6 

7
％
、
乙
定

食
5
・
4 

4
％
、
嗜
好
品
食
2 

8
・

8 

9
％
と
定
食
で
全
体
の
7
割
を

占
め
る
も
の
の
、
甲
定
食
の
売
上
が

乙
定
食
を
圧
倒
し
て
い
ま
す
。全
食

堂
の
売
上
比
率
は
、
甲
定
食
2 

1
・

4 

2
％
、
乙
定
食
3 

1
・
9 

4
％
、

嗜
好
品
食
4 

6
・
6 

4
％
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
深
川
食
堂
は
他
食
堂
に

比
べ
乙
定
食
の
比
率
が
高
い
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

こ
の
傾
向
を
裏
付
け
る
記
事
と
し

て
、
昭
和
9
年
（
1
9
3
4
）
11
月

28
日
付
の
『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
を
紹

介
し
ま
す
。

�

…
…
現
在
お
客
の
最
も
多
い
丸
の
内
食
堂

で
は
一
日
約
千
六
百
人
の
人
々
が
利
用
し

て
ゐ
る
が
、
そ
の
利
用
者
の
大
部
分
は
場

所
柄
附
近
の
役
所
会
社
等
の
勤
め
人
で
あ

る
。
こ
れ
と
同
じ
様
に
、
各
市
設
食
堂
は

い
づ
れ
も
、
場
所
の
関
係
に
よ
つ
て
そ
れ

ぞ
れ
利
用
者
に
特
色
が
あ
る
。
例
へ
ば
芝

浦
、
新
宿
等
は
自
由
労
働
が
多
く
、
九
段
、

真
砂
町
等
は
学
生
、
田
町
は
工
場
労
働
者

と
学
生
、
浅
草
の
三
味
線
は
店
員
、
上
人
、

職
人
、
茅
場
町
は
株
屋
に
働
く
人
達
と

い
っ
た
お
客
が
目
立
つ
。
…
…

こ
の
よ
う
に
、
同
じ
市
設
食
堂
で
も
立

地
に
よ
っ
て
利
用
者
や
売
り
上
げ
の
傾
向
が

異
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
『
東
京
市
社

会
局
年
報
』
の
統
計
デ
ー
タ
を
積
み
上
げ
る

と
、
具
体
的
な
様
子
が
、
も
う
少
し
見
え
て

く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
深
川
東
京
モ
ダ
ン
館
管
理
事
務
所

副
所
長　

龍
澤 

潤
） 「神田橋公衆食堂」（『日本地理大系　大東京編』昭和5年（1930）眺花亭所蔵）

【表2】昭和7年（1932）東京市設食堂の種類別売り上げ（単位＝食）
定食 嗜好品食 全体比

甲 乙 2～5銭 6～10銭 15銭 20銭 30～50銭 甲定食 乙定食 嗜好品食

三味線堀 ー 185,156 27,237 51,936 14,435 12,326 43 ー 63.6% 36.4%

九　段 116,784 29,375 30,283 132,977 43,721 24,709 4,825 30.5% 7.7% 61.8%

真砂町 ー 230,254 23,374 41,891 20,301 13,795 642 ー 69.7% 30.3%

芝　浦 ー 158,414 61,507 63,333 8,509 16,358 35 ー 51.4% 48.6%

田　町 ー 112,426 15,873 44,735 11,298 14,244 1,360 ー 56.2% 43.8%

深　川 ー 107,797 6,580 13,111 7,229 7,777 ー ー 75.7% 24.4%

神楽坂 130,359 81,810 238,722 116,582 65,839 31,361 2,065 19.6% 12.3% 68.2%

上　野 78,928 83,022 21,475 39,974 18,655 7,187 2,683 31.3% 33.0% 35.7%

神　田 133,682 48,210 33,944 74,267 30,844 30,329 1,995 37.8% 13.7% 48.5%

猿　江 51,297 4,318 7,150 8,502 4,446 3,606 7 64.7% 5.4% 28.9%

大　塚 54,190 24,432 22,376 27,509 18,259 6,809 895 35.1% 15.8% 49.1%

柳　島 43,361 44,286 7,990 10,271 7,732 4,661 15 36.7% 37.4% 25.9%

緑　町 51,636 129,804 26,348 25,224 4,185 8,944 1,683 20.8% 52.4% 26.8%

新　宿 39,191 39,191 19,682 8,475 1,781 384 ー 21.3% 62.3% 16.5%

茅場町 52,587 ー 22,846 24,539 15,105 9,270 803 42.0% ー 58.0%

丸之内 163,115 10,451 92,155 44,384 75,399 44,060 6,720 37.4% 2.4% 60.2%
※『東京市社会局年報』13号（昭和7（1932））より作成した。 総計比 21.4% 31.9% 46.6%
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ミ
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こ
こ
で
は
、
亀
戸
村
内
の
亀
戸
町
、
清
水

町
、
境
町
を
取
り
上
げ
、
村
の
中
に
成
立
し

た
町
の
様
子
を
見
て
い
き
ま
す
。

亀
戸
村
に
3
ヶ
町
が
成
立
し
た
の
は
、
寛

文
4
年
（
1
6
6
4
）
で
す
。
そ
の
2
年
前

に
は
亀
戸
天
神
が
造
立
さ
れ
ま
し
た
。
寛
政

4
年
（
1
7
9
2
）
の
「
分ぶ

ん

間け
ん

江え

戸ど

大お
お

絵え

図ず

」

に
は
、
亀
戸
天
神
の
門
前
に
「
町
」
の
記
述

が
見
ら
れ
、嘉
永
4
年
（
1
8
5
1
）
の
「
本

所
猿
江
亀
戸
村
辺
絵
図
」
に
は
、
門
前
に
亀

戸
町
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
町
が
天
神
の
門

前
町
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、

清
水
町
・
境
町
は
、
そ
れ
ぞ
れ
横
十
間
川
沿

い
を
南
下
し
た
竪
川
近
く
と
、
天
神
の
北
東

の
北
十
間
川
沿
い
に
確
認
で
き
ま
す
が
、
町

場
を
形
成
し
た
背
景
は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
亀
戸
町
を
取
り

上
げ
、
そ
の
様
子
を
「
東と

う

都と

名め
い

所し
ょ

亀か
め

戸い
ど

天て
ん

満ま
ん

宮ぐ
う

境け
い

内だ
い

全ぜ
ん

図ず

」
か
ら
見
る
こ
と
に
し
ま
す
。

同
図
は
、
亀
戸
天
神
を
中
心
に
描
い
た
も

の
で
、
門
前
の
町
屋
の
繁
栄
は
も
ち
ろ
ん
、

列
を
な
し
て
天
神
へ
向
か
う
参
詣
者
の
姿
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
手
前
に
は
横

十
間
川
が
流
れ
、
荷
物
や
客
を
乗
せ
た
何な

ん

艘そ
う

も
の
川
船
が
行
き
交
っ
て
い
ま
す
。
当
時
の

移
動
手
段
は
、
陸
上
交
通
だ
け
で
な
く
、
水

運
の
利
用
も
盛
ん
で
あ
っ
た
た
め
、
絵
の
左

端
手
前
に
は
川
か
ら
天
神
へ
向
か
う
上
が
り

場
も
確
認
で
き
ま
す
。

江
戸
近
郊
の
亀
戸
村
内
に
造
立
さ
れ
た

亀
戸
天
神
。
歌
川
広
重
は
、
そ
の
亀
戸
天
神

と
門
前
町
を
「
東
都
名
所
」
と
し
て
描
き
ま

し
た
。
そ
の
図
に
描
か
れ
た
景
観
は
、
そ
こ

が
亀
戸
村
の
内
に
成
立
し
た
町
場
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
さ
せ
る
ほ
ど
、
多
く
の
人
々
で
賑

わ
っ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

こ
れ
ま
で
数
回
に
わ
た
っ
て
明
治
43
年
の

水
害
に
関
す
る
本
区
所
蔵
の
絵
葉
書
を
紹
介

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
実
際
に
投と

う

函か
ん

さ

れ
た
も
の
を
取
り
上
げ
ま
す
。

絵
葉
書
（
印
刷
元
：
東
京
下し

た

谷や

西に
し

黒く
ろ

門も
ん

町
ち
ょ
う

山さ
ん

光こ
う

堂ど
う

）の
写
真
は
下
谷
区
の
金か

な

杉す
ぎ

通
り（
現

台
東
区
下
谷
・
根
岸
付
近
）
の
浸
水
状
況

を
撮
影
し
た
も
の
で
、「
八
月
十
二
日
撮
影
」

と
あ
り
ま
す
。
差さ

し

出だ
し

者
の
住
所
は
本
郷
、
宛あ

て

先さ
き

は
東
京
府
下
西
多
摩
郡
西
秋あ

き

留る

村
（
現
あ

き
る
野
市
）
で
、
通
信
日
付
印
は
、
差
出
側

（
本
郷
局
）
は
8
月
15
日
、
宛
先
側
（
東
京
・

羽
村
局
）
は
同
月
16
日
と
み
え
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
本
郷
か
ら
西
秋
留
村
ま
で
1
日

で
到
着
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

ま
た
、
宛
名
の
左
下
に
は
「
川か

わ

支づ
か
え」

の
朱

印
が
押
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
水
害
に
よ

り
配
達
の
遅ち

延え
ん

が
想
定
さ
れ
る
場
合
に
押
さ

れ
る
も
の
で
す
が
、
本
絵
葉
書
は
遅
れ
る
こ

と
な
く
届
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
文
面
に
つ
い
て
書
き
出
し
て

み
ま
す
。

「
古
今
未
曾
有
ノ
大
洪
水
／
御
地
方
も
水

害
甚
し
き
／
由
東
都
も
実
に
筆
紙
に
／
尽
し

難
き
程
ノ
惨
状
ニ
て
／
本
所
深
川
其
他
低
地

／
は
全
部
泥
海
と
変
し
た
／
如
く
家
々
ノ
家

根
ニ
迄
水
／
ノ
達
し
た
所
も
有
り
本
所
／
方

面
ノ
人
は
逃
道
な
く
喰
／
ふ
ニ
飲
食
物
な
く

昨
／
日
よ
り
は
軍
隊
救
助
／
シ
ツ
ヽ
有
り
幸

に
私
等
ハ
／
東
京
一
二
ノ
高
台
故
水
ノ
／
心

配
は
更
に
無
し
」

本
所
深
川
な
ど
の
低
地
は
浸
水
に
よ
っ
て

泥
海
と
な
り
屋
根
ま
で
達
し
た
と
こ
ろ
も
あ

り
、
本
所
方
面
の
人
々
は
逃
げ
道
や
飲
食
物

が
な
く
軍
隊
の
救
助
が
入
る
な
か
、私
等
（
が

住
む
本
郷
）
は
東
京
一
、二
の
高
台
の
た
め

浸
水
の
心
配
は
無
い
と
い
う
内
容
で
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

野
本
賢
二
）

写真　水害発生時に投函された絵葉書
「都下稀有ノ大洪水 下谷金杉道路ノ浸水

（明治四十三年八月十二日撮影）」
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